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"Ah1N図 Caledonia —thecharm of the natives, the palm trees, the sun and the sea." 
「ああ！ニューカレドニアー一愛嬌のいい原住民たち、椰子の木、太陽そして海！」

（「ル・モンド」より。 10ページに関連記事）

佐世保にカールピンソン

ニュージーランド国民党

四諜止を表明

オークランド非核条例を
米連邦政府が告訴

舞鶴ヘリコプ ター基地
建設を止めよう！

［連載］ニック・マクレラン
の太平洋レポート②

［連載］アメリカ西海岸の旅

［発行］トマホークの配備を許すな！全国運動

●維持会員（月間会費）

団体 1口 2000円

個人 1口 1000円

●参加会員（月間会費）

団体 1口 1000円

個人 1口 500円

●通信会員

年間 1口

2000円

あなたも仲間に！ （会費は本誌購読料を含みます；
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国際行動

4.22（日）
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●
東
京
で
は
、
い
つ
も
よ
り
だ
い
ぶ
早
い
桜
の
花
が

満
開
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
北
の
国
で
は
ど
ん
な

ふ
う
に
春
の
気
配
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

何
と
な
く
心
と
き
め
く
季
節
で
す
ね
（
ス
ギ
花
粉
症

で
苦
し
む
皆
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
）
。

●
時
代
の
歯
車
は
着
々
と
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。
太

平
洋
で
も
！
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
ニ
ュ
ー

ス
は
そ
の
こ
と
を
私
た
ち
に
予
惑
さ
せ
ま
す
(

3

ペ

ー
ジ
参
照
）
。
し
か
し
、
一
っ
だ
け
、
時
計
が
止
ま

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
日

本
と
北
西
太
平
洋
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
朝
鮮
半

島
で
は
、
今
年
も
チ
ー
ム
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
演
習
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
あ
い
も
変
わ
ら
ず
、
そ
の

最
前
線
基
地
の
―
つ
で
す
（
カ
ー
ル
ピ
ン
ソ
ン
の
佐

世
保
寄
港
！
）
。

●
二
隻
の
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
（
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
、
モ
ー

ビ
ル
・
ベ
イ
）
と
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
か
わ
る
さ
ら
に

大
型
の
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
横
須
賀
母
港

化
c
こ
れ
ら
を
止
め
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
世
界
の

平
和
と
軍
縮
と
民
主
主
義
の
実
現
の
流
れ
に
加
わ
る

た
め
に
、
ど
う
し
て
も
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ

ー
ド
ル
で
す
。

●
四
月
二
十
二
日
日
耀
日
、
都
合
を
あ
け
て
お
い
て

下
さ
い
。
た
だ
―
つ
の
地
球
、
た
だ
―
つ
の
太
平
洋

を
生
命
の
た
め
に
つ
く
り
か
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、

春
風
に
の
っ
て
街
に
で
ま
し
ょ
う
！
（
田
巻
一
彦
）

1
缶

三
月
四
旦
軍
縮
と
緊
張
緩
和
へ
と
向
か
う
世
界

の
大
き
な
流
れ
も
ど
こ
吹
く
風
、
と
そ
い
つ
は
や
っ

て
き
た
。
原
子
力
空
母
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
。
頭
の
て

っ
ぺ
ん
か
ら
つ
ま
さ
き
ま
で
、
放
射
能
に
ま
み
れ
た

そ
の
巨
体
が
佐
世
保
港
に
姿
を
現
し
た
と
き
、
「
た

し
か
に
清
算
事
業
団
の
首
切
り
は
自
分
た
ち
に
直
接

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
ピ
ッ
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
か

と
ど
い
た
。
三
月
八
日
、
野
党
・
国
民
党
の
ボ
ル
ジ

ャ
ー
党
首
は
「
国
民
党
政
権
の
も
と
で
も
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
の
核
兵
器
持
ち
込
み
を
許
さ
な
い
こ

と
を
保
証
す
る
」
と
発
表
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
労
働
党
政
権
は
、
一
九
八

七
年
に
国
民
の
圧
倒
的
支
持
で
成
立
し
た
「
非
核
法
」

に
従
っ
て
、
「
首
相
が
核
兵
器
を
搭
載
し
て
い
な
い

と
確
信
し
た
場
合
に
限
っ
て
、
軍
艦
の
入
港
を
許
可

す
る
」
と
い
う
政
策
を
と
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
国
民
党
は
「
核
の
存
在
を
肯
定
も
否
定
も
し
な

い
」
ア
メ
リ
カ
の
政
策
が
あ
る
以
上
、
「
同
盟
国
が

わ
が
国
の
政
策
を
尊
重
す
る
こ
と
を
信
じ
る
ほ
か
は

な
い
」
と
し
て
、
日
本
政
府
と
同
じ
よ
う
な
や
り
方

で
「
非
核
法
」
を
骨
抜
き
に
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

そ
れ
を
、
現
政
権
と
同
じ
厳
密
な
非
核
政
策
へ
と
一

八
0
度
転
換
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

当
然
国
民
党
内
で
の
反
対
は
強
く
、
マ
ッ
キ
ナ
ン

副
党
首
が
「
こ
れ
で
は
同
盟
国
を
納
得
さ
せ
る
こ
と

は
出
来
な
い
」
と
、
国
防
問
題
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を

辞
任
す
る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。

ニ
大
政
党
の
い
ず
れ
も
が
同
じ
非
核
政
策
を
と
る
、

と
い
う
例
は
世
界
で
も
初
め
て
で
あ
る
。
最
近
の
世

論
調
査
で
は
八
0
％
以
上
の
国
民
が
現
在
の
非
核
政

策
を
支
持
し
て
い
る
。
秋
の
総
選
挙
を
前
に
、
国
民

党
も
根
強
い
国
民
世
論
に
従
う
ほ
か
な
か
っ
た
の
だ
。

歴
史
的
転
換
を
作
り
出
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

国
民
と
平
和
運
動
の
人
々
に
拍
手
を
送
り
た
い
。
次

は

日

本

の

番

だ

。

◆

◆

民
党
禁
止
を
表
明

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
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インディペンデンスの肝港を止めよう！

4.22春風にのって
街へ＿ー

,

t

 

＿

ー

ニ

i

トマ喰い虫とは、神奈川県横須

賀市の久里浜中学の生徒が考え出

したトマホークを食べてしまう生

き物です。今、世界中で繁消して

いる益虫なのだ！

いかりをおろしたカール・ピンソン。前部の飛行
甲板（こはA7Eコルセアなど攻双機が見える

か
か
る
問
題
で
大
き
い
。
で
も
民
主
主
義
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
れ
ば
、
カ
ー
ル
ピ
ン
ソ
ン
の
入
港
も
根

は
同
じ
。
J
R
の
不
当
労
働
行
為
も
、
非
核
三
原
則

の
問
題
も
約
束
さ
れ
て
い
た
も
の
が
ひ
と
っ
―
つ
破

ら
れ
、
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
ん
で
す
」
（
三
月

四
日
「
朝
日
」
西
日
本
版
）
と
語
る
J
R
労
働
者
が

抗
議
の
人
波
の
中
に
い
た
こ
と
を
、
政
治
家
や
軍
人

た
ち
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
「
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
」
が
こ
の
町
で
再

現
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
不
安
を
抱
い
て
初
め
て

デ
モ
に
加
わ
っ
た
市
民
の
心
を
、
彼
ら
は
ち
ょ
っ
と

で
も
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
は
六
日
に
は
佐
世
保
を
た
っ
た
。

朝
鮮
の
平
和
と
統
一
に
敵
対
す
る
「
チ
ー
ム
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
」
演
習
に
参
加
す
る
た
め
だ
。

こ
ん
な
で
た
ら
め
が
、
い
つ
ま
で
も
許
さ
れ
る
と

思
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
。
ね
ー
(

9

ペ
ー
ジ
に
関
連

ス
ク
ラ
ッ
プ
あ
り
・
・
・
編
集
部
）
゜
●
◆

佐
世
保
に
入
港

原
子
力
空
母
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン



占 月刊トマ喰い虫 198碑 6月18日第三種郵便物認可毎月 1回20日発行1990年3月20日発行第ぶ3号（通巻第54号） 毎月 1回20日発行1990年3月20日発行第53号（通巻第54号） 198碑 6月18日第二種郵便物認可 月刊トマ喰い虫日

シド：「EI充

「
核
政
策
に
関
す

ヽ

「
『
非
核
条
例
』
は
国
家
安
全
保
障
を
阻
害
J
と
し
て
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
は
昨
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

湾
岸
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
と
相
手
ど
り
「
非
核
条
例
」
の
効
力
停
止
を
求
め
る
裁
判
を
起
こ
し
た
。
こ
の
史
上

に
類
の
な
い
地
方
自
治
へ
の
攻
撃
に
対
し
て
、
地
元
は
も
と
よ
り
全
米
の
平
和
・
環
境
保
護
グ
ル
ー
プ
が
反
撃

の
た
た
か
い
を
始
め
て
い
る
。
平
和
団
体
「
生
存
の
た
め
の
動
員
(
M
o
b
i

li
z
at
i

o
n
f

o
r
 S
u
r
v
i

v
a
l
)

」
の
機

閲
紙
「
I

=

[

H

o

8

[

[

I

I

[

R

」
（
九
〇
秋
号
）
―
か
ら
こ
と
の
あ
ら
ま
し
を
伝
え
る
記
事
を
紹
介
す
る
（
表
題
は
絹

集

部

）

。

本

紙

で

は

今

後

も

事

惹

の

推

移

を

レ

ポ

ー

ト

し

て

い

き

た

い

。

（

絹

集

部

）

一
九
八
八
年
十
一
月
八
日
、
有
権
者
の
五
七
パ
ー

セ
ン
ト
の
賛
成
を
得
て
「
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
非
核
条
例
」

は
成
立
し
た
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
、

A
T
&
T
社
、
ウ

ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
な
ど
市
外
の
企
業
や
、
当
の

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
長
、
市
議
会
の
多
数
派
か
ら
の
反

対
の
中
で
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
は
米
国
内
に
一
六
0
以

上
、
世
界
で
四
0
0
0
を
越
え
る
非
核
自
治
体
の
仲

間
入
り
を
し
た
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
非
核
条
例
は
国
内
で
は
最
も
先

兵
器
開
発
研
究
所
の
―
つ
で
あ
る
ロ
ー
レ
ン
ス
・
リ

バ
モ
ア
研
究
所
の
ほ
か
湾
岸
の
五
つ
の
海
軍
基
地
か

ら
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
を
通
っ
て
放
射
性
物
質
が
輸

送
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
運
輸
省
と
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
標
準
的
な
輸

送
ル
ー
ト
の
―
つ
は
「
イ
ン
タ
ー
ス
テ
イ
ト

8
8
0

号
線
」
の
う
ち
、
八
九
年
十
月
十
七
日
の
地
裳
で
崩

壊
し
、
多
ぐ
の
死
者
と
負
儒
者
を
出
し
た
区
間
を
含

ん
で
い
る
。

十
二
月
二
十
一
日
、
条
例
制
定
運
動
を
組
織
し
た

市
民
グ
ル
ー
プ
「
非
核
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

(
N
F
o
)
」

と
条
例
の
中
心
的
な
起
草
者
の
一
人
で
あ
る
ス
テ
ィ

ー
プ
・
プ
ル
ー
ム
氏
が
、
連
邦
裁
判
所
に
対
し
て
こ

れ
ら
の
訴
訟
へ
の
参
加
を
申
し
立
て
た
。
司
法
省
と

P
L
F
は
彼
ら
の
訴
訟
参
加
に
反
対
し
て
い
な
い
が
、

参
加
人
た
ち
の
関
与
を
厳
し
く
制
限
す
る
こ
と
を
狙

っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
段
階
で
は
、

裁
判
所
の
決
定
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
連
邦
政
府
は
審
判
を
待
た
ず
に

非
核
条
例
を
葬
り
去
る
た
め
に
、
即
決
裁
判
の
申
し

立
て
を
行
っ
た
。
こ
の
申
し
立
て
に
関
す
る
審
議
は

二
月
末
に
も
行
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
そ
の
後
、

裁
判
所
は
三
月
二
十
二
日
に
予
審
を
行
う
こ
と
を
決

め
た
：
訳
者
）
。

も
し
、
裁
判
所
が
N
F
o
と
プ
ル
ー
ム
氏
に
完
全

な
訴
訟
当
事
者
と
し
て
の
地
位
を
与
え
れ
ば
、
彼
ら

は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
非
核
条
例
を
法
的
に
弁
護
す
る
草

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
歪
呈

連
野
政
府
、

「

非

例

は

安
全
保
障

阻
害
」

進
的
な
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
有
害
な
放
射
性
物

質
の
運
搬
の
規
制
、
市
の
核
兵
器
製
造
企
業
へ
の
投

資
や
こ
れ
ら
企
業
か
ら
の
物
品
購
入
の
制
限
、
そ
し

て
、
市
内
に
お
け
る
核
兵
器
研
究
の
禁
止
な
ど
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。

今
年
（
八
九
年
）
五
月
、
右
翼
系
の
「
太
平
洋
法

律
財
団

(
P
L
F
)
」
を
代
理
人
と
し
て
、
数
人
の

個
人
と
い
く
つ
か
の
企
業
が
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
対

し
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
そ
の
主
張
は
非
核
条
例
に
よ

•, • --・.下ー・，． 、- -一・ = 
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の
根
の
訴
訟
当
事
者
と
し
て
、
和
解
交
渉
を
含
む
す

べ
て
の
訴
訟
過
程
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

彼
ら
は
、
非
核
条
例
を
全
力
を
上
げ
て
守
る
決
意
だ
。

彼
ら
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
が
住
民
の
健
康
と
安
全
を

守
る
た
め
に
地
方
自
治
体
の
伝
統
的
権
限
を
行
使
す

る
こ
と
は
正
当
だ
、
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

核
兵
器
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
有
権
者
た
ち
が
正
当
に

も
反
対
を
宣
言
し
た
よ
う
に
、
道
義
的
に
も
法
的
に

も
容
認
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
国
策
の
た
め
の
道
具

で
あ
る
、
と
信
じ
て
い
る
。

N
F
o
と
プ
ル
ー
ム
氏
の
代
理
人
は
、
平
和
・
環

境
保
護
運
動
家
の
代
理
人
と
し
て
活
動
す
る
非
営
利

・
公
益
組
鏃
の
―
つ
で
あ
る
「
西
部
諸
州
法
律
財
団
」

と
市
民
の
権
利
と
雇
用
差
別
へ
の
と
り
く
み
で
知
ら

れ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
「
セ
イ
パ
ー
ス
タ
イ
ン
＆
セ

リ
グ
マ
ン
事
務
所
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
緻
は
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
へ
の
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
と
随
伴
艦

の
母
港
化
阻
止
に
成
功
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
法
律

部
門
を
担
当
し
た
C

「
非
核
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
」
は
訴
訟
参
加
の
た
め
の

資
金
を
必
要
と
し
て
い
る
。
寄
付
金
の
送
り
先
は

「
西
部
諸
州
法
律
財
団
非
核
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
防
衛
基

金
(
N
u
c
I
 

e
a
r
 
F
r
e
e
 O
a
k
 l
a
n
d
 
D
e
f
e
n
s
e
 
F
u
n
d
.
 

W
e
s
t
e
r
n
 
S
t
a
t
e
s
 L
e
g
a
l
 
F
o
u
n
d
a
t
i
o

n

)

」

(
1
4

4
0
 B
r
o
a
d
w
a
y
,
S
u
i
t
c
 
4
2
0
,
0
a
k
l
a
n
d
,
C
A
 
9
4
6
1
2
)

。

寄
附
金
は
税
控
除
の
対
象
と
な
る
。

「
生
存
の
た
め
の
動
員
」
は
、

●オークランド周辺の基地については、本紙連載の「アメリカ西海

岸の旅II、m」 （梅林宏道）を参照して下さい。

d
 

C 

N
O
T
E
 

っ
て
ピ
ジ
ネ
ス
が
被
害
を
受
け
、

「
国
家
安
全
保
障
」

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。

に
は
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
の
研
究
を
し
て
い
る
物
理
学

者
や

I
B
l
V
I
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
販
売
す
る
オ
フ

ィ
ス
機
器
会
社
が
含
ま
れ
て
い
る
。

原
告
の
中

さ
ら
に
九
月
に
は
連
邦
政
府
自
ら
が
訴
訟
を
起
こ

し
た
。
原
告
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
と
海
軍
。
司
法
省
が

代
理
人
と
な
っ
て
い
る
。
連
邦
政
府
の
訴
状
は
、
政

府
の
公
文
書
と
し
て
は
初
め
て
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市

内
お
よ
び
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
核
兵
器
関
連
活
動

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

司
法
省
は
、
非
核
条
例
は
「
核
兵
器
、
核
エ
ネ
ル

ギ
ー
お
よ
び
放
射
性
物
質
の
運
搬
に
関
わ
る
連
邦
政

府
の
活
動
を
妨
げ
」
、
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
が
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
管
理
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
お
こ
な
っ
て
い

る
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ほ
か
三
十
三
州
に
お
け
る
核

兵
器
の
研
究
開
発
の
監
督
・
管
理
能
力
に
重
大
な
損

害
を
与
え
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
訴
状
は
、

条
例
が
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
お
よ
び
周
辺
の
主
要
な

海
軍
施
設
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
関
与
す
る
活
動

に
悪
影
磐
を
与
え
、
海
軍
の
「
太
平
洋
全
域
で
活
動

す
る
艦
隊
に
対
す
る
補
給
、
補
修
、
維
持
管
理
能
力
」

に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

訴
状
の
中
で
、
連
邦
政
府
は
、
二
つ
の
国
立
の
核

る
法
律
家
委
員
会
」
と
協
力
し
て
多
く
の
平
和
団
体

・
法
律
団
体
連
署
に
よ
る
助
言
準
備
書
面
を
法
廷
に

提
出
し
て
、
こ
の
た
た
か
い
を
支
援
し
た
い
。

N
F

0

(

C

o

a

l

 
i

o
n
 
f
o
r
 
N
u
c
l
e
a
r
 
F
r
e
e
 
O
a
k
l
a
n
d
)

の

連
絡
先
は
、

4
0
4
2

B
r
o
a
d
w
a
y
,
O
a
k
l
a
n
d
,
C
A
 
9
4
6
1
1
 

~
(
4
1
5
)
6
5
3
,
5
0
2
7

で
あ
る
。
（
訳
田
巻
一
彦
）

●
「
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
非
核
条
例
」
よ
り

第
二
節
"
[
目
的
]
本
条
例
は
以
下
の
手
段
に
よ

っ
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
を
非
核
地
帯
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
．

a

市
内
に
お
け
る
核
兵
器
の
製
造
の
禁
止

b

核
兵
器
お
よ
び
有
害
放
射
性
物
質
の
市
内

を
通
過
す
る
乾
送
の
規
制
お
よ
び
住
民
へ

の
事
前
告
知

市
内
に
お
け
る
有
害
放
射
性
物
質
の
貯
蔵

お
よ
び
加
工
の
禁
止

核
兵
器
産
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
企
業
と
市
当
局
の
契
約
お
よ

び
こ
れ
ら
企
業
へ
の
市
当
局
の
投
資
の
禁

止

●
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
核
関
連
施
設

A
市
内
＞
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
陸
軍
基
地
／
海
軍
補
給

セ
ン
タ
ー
(

N

S

C

)

A

周
辺
＞
ア
ラ
メ
ダ
海
軍

航
空
基
地
と
空
母
な
ど
五
隻
の
原
子
力
艦
の
母
港
／

ト
レ
ジ
ャ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
海
軍
基
地
／
ハ
ン
タ
ー

ズ
・
ポ
イ
ン
ト
海
軍
造
船
所
／
コ
ン
コ
ー
ド
海
軍
兵

器
藪
／
ロ
ー
レ
ン
ス
・
リ
パ
モ
ア
国
立
研
究
所
．

＊
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
国
側
が
非
核
条
例
に

よ
っ
て
活
也
が
阻
害
さ
れ
る
と
し
た
施
設•• 

●
妨
害
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京

都

府

に

は

日

本

海

側

唯

一

の

海

軍

基

地

八

舞

鶴

＞

が

存

在

す

る

。

一

九

八

九

年

一

月

二

十

五

日

、

そ

の

舞

鶴

基

地

に

対

潜

水

艦

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

搭

載

の

護

衛

艦

「

み

ね

ゆ

き

」

が

配

備

さ

れ

た

。

さ

ら

に

防

衛

庁

は

一

九

九

一

年

ま

で

に

同

じ

く

対

潜

ヘ

リ

搭

載

護

衛

艦

二

隻

の

配

備

と

、

そ

れ

に

と

も

な

う

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

支

援

基

地

を

建

設

す

る

と

発

表

。

す

で

に

舞

鶴

か
り
ま
た

市

雁

又

地

区

（

地

図

参

照

）

の

十

五

万

対

の

敷

地

に

対

潜

ヘ

リ

七

機

を

常

駐

さ

せ

、

一

九

九

三

年

度

完

成

を

め

ざ

す

と

い

う

概

要

が

明

ら

か

に

さ

れ

、

九

十

年

度

予

算

案

で

は

ヘ

リ

基

地

建

設

の

た

め

の

調

査

費

約

三

千

万

円

が

計

上

さ

れ

て

い

る

。

日

本

を

ア

メ

リ

カ

の

不

沈

空

毎

に

す

る

と

公

言

し

た

中

曽

根

政

権

の

登

場

以

降

、

旧

四

軍

港

ー

横

須

賀

、

佐

世

保

、

呉

、

そ

し

て

日

本

海

を

は

さ

ん

で

極

東

ソ

連

軍

基

地

と

対

峙

す

る

舞

鶴

基

地

の

再

編

・

強

化

が

急

速

に

す

す

め

ら

て

き

た

。

対

潜

ヘ

リ

搭

載

艦

の

配

や

平

然

と

「

市

民

の

総

意

の

も

と

に

ヘ

リ

基

地

を

推

進

し

て

い

る

」

と

い

う

態

度

に

い

た

っ

て

は

言

語

道

断

で

あ

る

。

．．
 
そ

う

し

た

な

か

で

、

本

年

三

月

六

日

、

二

隻

目

の

対

潜

ヘ

リ

搭

載

艦

「

は

ま

ゆ

き

」

が

佐

世

保

か

ら

転

籍

、

配

備

さ

れ

「

み

ね

ゆ

き

」

と

二

隻

で

新

た

に

第

四

二

護

衛

隊

を

編

成

。

舞

鶴

は

八

隻

の

護

衛

艦

と

八

機

の

対

潜

ヘ

リ

で

構

成

す

る

「

八

・

八

艦

隊

」

態

勢

を

完

成

す

る

に

至

っ

た

。

そ

の

総

仕

上

げ

が

対

潜

ヘ

リ

基

地

の

建

設

で

あ

り

、

第

三

護

衛

隊

群

の

旗

艦

「

は

る

な

」

の

舞

鶴

配

備

で

あ

る

。

私

た

ち

は

三

月

六

日

、

チ

ー

ム

・

ス

ピ

リ

ッ

ト

90

で

行

動

中

の

米

空

母

カ

ー

ル

ビ

ン

ソ

ン

と

と

も

に

「

は

ま

ゆ

き

」

が

佐

世

保

を

出

港

、

舞

鶴

に

向

か

っ

た

と

の

情

報

を

得

て

、

「

は

ま

ゆ

き

」

入

港

の

三

月

八

日

、

舞

鶴

基

地

へ

の

抗

議

申

し

入

れ

を

行

っ

た

。

舞

鶴

基

地

は

最

近

に

な

っ

て

休

日

ご

と

の

基

地

見

学

案

内

を

は

じ

め

だ

ほ

か

、

新

総

監

以

降

そ

れ

ま

で

一

度

も

受

け

取

ら

な

か

っ

た

申

し

入

れ

文

を

受

け

取

り

対

応

す

る

よ

う

に

な

っ

た

。

必

死

に

市

民

へ

の

浸

透

を

は

か

ろ

う

と

し

て

い

る

よ

う

だ

。

し

か

し

、

ヘ

リ

基

地

に

つ

い

て

は

施

設

庁

と

市

が

す

す

め

て

い

る

こ

と

な

の

で

自

分

た

ち

は

知

ら

な

い

、

関

係

な

い

と

逃

げ

口

上

し

か

な

か

っ

た

。

そ

の

後

三

月

士

二

日

に

舞

鶴

を

訪

れ

た

際

、

雁

又

地

区

に

ま

わ

っ

て

み

る

と

、

永

年

放

置

さ

れ

た

ま

ま

ト

マ

ホ

ー

ク

阻

止

！

京

都

連

絡

会

平

洋

で

の

ア

メ

リ

カ

の

海

洋

核

戦

略

の

も

と

で

、

舞

鶴

を

対

ソ

海

峡

封

鎖

作

戦

、

対

潜

水

艦

戦

争

の

一

大

出

撃

拠

点

へ

と

大

き

く

つ

く

り

か

え

る

も

の

で

あ

る

。

．
 

舞

鶴

市

は

他

の

軍

港

市

と

と

も

に

敗

戦

後

「

平

和

日

本

の

理

想

達

成

に

寄

与

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

」

『

旧

軍

港

市

転

換

法

(

-

九

五

0
年

）

』

に

も

と

づ

い

て

「

軍

都

」

か

ら

「

平

和

産

業

港

湾

都

市

」

へ

の

転

換

の

道

を

歩

ん

で

き

た

c

過

去

に

も

一

度

ヘ

リ

基

地

建

設

計

画

が

も

ち

あ

が

っ

た

が

、

当

時

の

市

議

会

は

「

ヘ

リ

基

地

反

対

決

議

」

(

-

九

六

六

年

）

を

あ

げ

、

計

画

を

中

止

に

4，
ー

．

っ

た

。

し

か

し

、

市

内

随

一

の

企

業

で

あ

る

日

立

造

船

の

衰

退

、

過

疎

化

等

に

悩

む

舞

鶴

市

は

、

今

回

は

町

井

市

長

が

当

初

か

ら

「

市

の

発

展

に

な

る

な

ら

」

と

へ

．
 

備

と

新

た

な

ヘ

リ

基

地

の

建

設

は

ア

ジ

ア

・

北

西

太

立
川
さ
き

対
潜
水
艦
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基
地

建
設
を
止
め
よ
う
！

舞
鶴
は
今
：
・

リ

基

地

を

受

け

入

れ

る

発

言

。

昨

年

八

月

に

就

任

し

た

手

塚

正

水

舞

鶴

稔

監

も

「

今

や

ヘ

リ

基

地

は

不

可

欠

」

と

建

設

に

む

け

て

意

欲

を

示

す

。

そ

の

な

か

で

昨

年

九

月

、

防

衛

施

設

庁

か

ら

舞

鶴

市

に

正

式

に

建

設

協

力

の

申

し

入

れ

が

行

わ

れ

、

十

一

月

舞

鶴

市

議

会

は

過

去

の

「

ヘ

リ

基

地

反

対

決

議

」

を

事

実

上

撤

回

。

基

地

の

集

約

化

、

民

間

と

の

共

用

、

進

入

道

路

の

建

設

等

の

条

件

つ

き

で

ヘ

リ

基

地

建

設

を

受

け

入

れ

る

決

議

を

可

決

し

た

。

市

に

よ

れ

ば

、

「

防

衛

施

設

庁

は

こ

の

条

件

に

前

向

き

の

返

事

」

と

の

こ

と

だ

が

結

論

は

本

年

度

行

わ

れ

る

調

査

を

待

っ

て

、

と

い

う

こ

と

に

な

て

い

る

よ

う

だ

。

ま

た

予

定

地

の

雁

又

地

区

は

先

の

『

旧

軍

港

市

転

換

法

』

に

も

と

づ

い

て

旧

軍

用

地

か

ら

民

間

に

転

用

さ

れ

た

土

地

で

あ

り

再

軍

用

化

は

問

題

と

な

ろ

う

。

さ

ら

に

こ

の

間

の

舞

鶴

市

の

、

住

民

不

在

の

ま

ま

「

市

議

会

の

合

意

が

市

民

合

意

」

と

居

直

り

、

今

弓上自査ぼ霞四基之（烹設）位贋
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に
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平
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ち

か
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今
年

4
隻
、
異
例
の
ペ

go
.
2
.
2
1
i
3
.
2
0
 

（
原
了
力
潜
水
艦
パ
ー
ミ
ッ
ト
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
）

オ
マ
ハ

(

L

級
）
午
前
1
0
時
ホ

ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
に
入
港
3
0
分
後
に

出
港
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー
(

L

級
）

午
後

1
時
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
に
入

港
3
0
分
後
に
出
港

オ
マ
ハ

(

L

級
）
午
後

2
時
ホ
ワ
イ

ト
ヒ
ー
チ
に
入
港
3
0
分
後
に
出
港

カ
ー
ル
ヒ
ン
ソ
ン
（
ミ
ニ
ッ
ツ
級
原

子
力
空
母
）
午
前
1
0
時
佐
世
保

に
入
港

.......... ”
佐
土
保
市
の
調
べ
に

r
 ........ 5
よ
喜
、
翌
近
五
年
間

ぶ
烹

の
米
艦
船
の
入
港
吏
数
は
竿
問
吉
五

十
隻
前
後
で
、
大
き
い
変
化
は
な

い
。
が
、
佐
也
保
港
て

□米
艦
船
の

出
入
り
を
毎
日
監
祖
し
て
い
る
佐
々

木
竹
一
•
佐
世
保
軍
事
問
四
研
究
会

代
表
に
よ
る
と
、
昨
年
一
年
間
の
核

塁
艦
が
五
隻
た
っ
た
の
が
、
今
年

は
す
で
に
四
事
自
。
殴
も
多
か
っ
た

八
六
年
の
十
隻
を
上
回
る
ペ
ー
ス

ご。t
 
言
に
、
船
利
の
変
化
も
自
を
引

く
。
年
間
五
ー
ヒ
諏
が
寄
港
し
て
い

た
原
子
力
潜
水
粗
が
、
昨
彗
一
月
で

パ
ッ
タ
リ
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
た
。
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(

3

、

.

4

)

(
2
.
2
8
)
 

(
2
.
2
5
)
 

p
級
II

S
級
II

L
級
lI

入
港
情
報 や
よ
り

反
核
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
R

(

3

.

6

)

 

カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
（
ミ
ニ
ッ
ツ
級
）

午
前
1
0
時
佐
世
保
を
出
港

パ
フ
ァ
ー

(

S

級

）

正

午

横

須

賀
に
入
港

*
1
9
9
0
年

3
月

20
日
現
在
各
港
へ
の
原
子
力
艦

の
入
港
回
数
は
、

横
須
賀

佐
世
保

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

十＝＝ロ

3
回
（
う
ち
原
潜

3
回
）

1
回
（
う
ち
原
潜

0
回
）

6
回
（
う
ち
原
潜

6
回
）

1
0
回
（
う
ち
原
潜

9
回
）

,
.
,
.
 

ポ
i
~
・
／
ふ
・
柑
・
ピ
．
ぷ
十

Hヰ
夜
沿
夕
｀
[
[

．

艮

．

共

g

．

入

・

急

．

に

〈

ス

ぃ

：

X．

(
3
.
2
0
)
 

厄｀虜几囀虞謁輯E

ト
9
0
」
を
連
想
さ
せ
る
＿
運

用
上
の
理
由
」
を
入
港
目
的

に
挙
げ
る
の
は
極
め
て
珍
し

い
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
の
原
潜

は
、
一
般
的
に

8
発
の
ト
マ

ホ
ー
ク
を
搭
載
し
て
い
る
が
、

今
回
入
港
し
た

2
隻
の
原
潜

に
つ
い
て
は
、
最
低
ー
発
は

核
ト
マ
ホ
ー
ク
と
思
わ
れ
る
。

2
月
2
8
日
午
後
、
ホ
ワ
イ
ト
ピ
ー
チ
に
立
て
続
け

て
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦
『
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー
』

と
『
オ
マ
ハ
』
か
入
港
し
て
、
今
年
の
原
潜
入
港
回

数
は
既
に

6
回
と
な
っ
た
。
復
帰
後
一
番
多
か
っ
た

の
が
8
8
年
の
1
1
回
、
昨
年
は

3
回
だ
っ
た
こ
と
に
比

べ
る
と
、
異
常
に
早
い
ペ
ー
ス
と
い
え
る
。

琉
球
新
報
の
報
道
に
よ
る
と
、
今
年
の
原
潜
入
港
に

は
こ
れ
ま
で
と
違
う
点
か
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
通

常
、
米
軍
は
入
港
目
的
を
『
休
養
・
補
給
・
維
持
』

と
通
告
す
る
の
か
普
通
だ
が
、
今
年

3
回
目
(

2

月

1
9
日
）
の
『
パ
フ
ァ
ー
』
は
「
人
道
上
の
理
由
」
、

4
回
目
（
同
2
5
日
）
の
『
オ
マ
ハ
』
は
「
急
病
人
の

移
送
」
、
今
回
（
同
2
8
日
）
の

2
隻
は
「
運
用
上
の

理
由
」
と
通
告
さ
れ
た
。

「
人
道
上
」
や
「
急
病
人
」
も
珍
し
い
が
、
今
回

の
よ
う
に
米
韓
合
同
軍
事
演
習
「
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ

9

,

:

'

,

'

,

9

9

≫

、
1

,

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
ヘ
の
原

潜
入
港
は
、
本
土
復
帰
以
来

5
1
回
目
、
一
日
に

2
隻
か
入

港
す
る
の
は
8
0
年

3
月
以
来

十
年
ふ
り
と
な
る
。
＂

デレオン号＝ど叉
968・1071、次に暗誦番号
クロハ イレナイ

プyシュホンて、汀井8301、そして連絡番号

（
一
八
、
六
（
）
（
）
ト
ン
）
な
ン
）
五
隻
が
ズ
入
港
を
き
っ
か
け
一
竺
話
地
・

配
讐
れ
、
平
人
・
農
夏
言
反
核
器
動
を
進
め
て
き
た
が
、
し
り

文
、
家
族
を
含
め
る
と
約
二
千
七
す
ぽ
み
現
匁
を
見
せ
て
い
る
。
カ
ー

ル

港

ら

百

人

が

咋

ら

す

。

ル

ビ

ン

ソ

ン

が

前

回

入

造

し

た

六

年

一
氏
か

ヵ
世
一
佐
閲
笥
呈
苫
、
国
か
ら
の
半
前
は
、
抗
滋
災
会
に
約
一
万
人
が

母
佐
夕
禁
地
交
付
金
や
灼
辺
幣
仰
の
助
成
金
参
加
し
た
が
、
今
回
笠
ハ
分
の
一
の

米
・
ぃ
コ
な
と
は
八
八
竿
度
で
計
約
九
位
五
千
約
千
七
百
人
に
ま
て
減
っ
た
。

空戸
干
リ
万
円
。
艦
船
修
罪
費
や
杓
資
購
入
、
し
り
す
ほ
み
の
大
さ
な
四
由
は
、

9
上

曰

本

人

従

業

只

の

主

力

の

総

評

・

地

区

労

が

苦

へ

の

[
二
対
汀
[
[
日
丘
鱈
且
只

の

ソ

朝

年

度

約

百

二

十

四

れ

な

か

っ

た

叩

も

あ

る

。

さ

ら

に

、

〗
詈
反
倍
円
に
逹
し
た
。
相
次
ぐ
米
艦
船
の
入
瑕
に
四
ら
さ
れ

ヽ
た
が
、
市
内
に
た
こ
と
や
、
革
新
迎
曲
全
体
が
沈
静

＇
し
▼
あ
る
自
衛
隊
基
地
化
し
た
時
代
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
て

関
連
の
国
費
や
特
い
る
。
今
川
羹
•
佐
世
侶
地
区
労

l
麿
、
市
試
農
事
務
向
次
長
は
一
こ
れ
ま
で
労
組
の

ー
ス
激
汀
鱈
汀
[

9

汀

I
 

J
 

r
地
位
」
は
も
う
去
年
荘
れ
か
ら
糾
集
を
始
め
た
苗
地

t
十
年
も
前
か
ら
逆
白
匹
を
作
り
上
げ
、
も
ろ
一
度
運
動

代
わ
り
に
核
・
非
核
麿
用
ミ
サ
イ
軟
笠
心
っ
て
き
た
。
四
日
、
地
元
記
ミ
サ
イ
ル
、
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
可
能
た
の
も
こ
の
時
如
か
ら
e

一

通

常

庭

め

転

し

て

い

る

。

円

の

あ

り

方

を

塁

か

ら

見

匝

し

た

ル
、
ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
洩
能
を
持
つ
者
団
を
招
い
た
カ
ー
＇
ル
ヒ
ン
ノ
ン
で
艦
竺
、
一
）
池
元
記
者
団
に
説
明
し
が
日
本
の
港
に
入
る
時
、
事
前
通
告
高
で
米
兵
た
ち
の
い
」
と
言
っ
゜

璽
逐
艦
、
巡
洋
艦
、
核
壌
弾
祐
戟
の
は
、
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
取
材
一
↑
た
。
翌
曰
の
夏
兄
学
て
も
、
乗
り
の
義
務
廷
い
」
と
し
て
き
た
こ
れ
プ
一
金
の
使
い
っ
ぷ
り
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
反
核
、
反
砧

疑
い
が
あ
る
空
母
な
と
が
頻
繁
に
入
一
き
、
空
母
運
用
の
中
心
部
の
航
空
祖
み
の
作
殴
担
5

平
古
』
か
一
七
十
四
ま
で
の
態
度
か
ら
一
変
し
た
。
佐
也
も
良
く
な
い
。
艦
地
連
動
に
参
加
し
な
か
っ
た
の
に
今

港
し
始
め
た
。
昨
雪
月
以
来
、
駆
欝
制
室
ま
で
案
内
、
写
頁
撮
影
も
習
i
]
の
検
査
を
受
げ
て
咳
任
務
遂
行
保
曰
米
協
会
な
と
は
一
来
海
軍
が
艦
山
ん
’
船
が
入
港
し
て
回
初
め
て
入
霞
対
釦
会
に
顔
を
出

逐
艦
、
巡
洋
艦
は
延
へ
四
隻
、
空
母
一
切
制
限
し
な
か
っ
た
。
前
宜
八
―
―
一
の
承
謎
を
受
ほ
た
一
と
明
ら
か
に
し
船
の
修
理
・
補
給
墾
地
と
し
て
佐
也
も
、
病
店
や
バ
ー
し
、
注
自
さ
れ
た
市
民
団
体
も
あ

望
ッ
ド
ウ
ェ
ー
が
二
度
寄
港
し
た
竿
入
港
時
の
取
材
は
約
―
―
―
十
分
で
搬
苫
実
翌
尼
マ
ホ
ー
ク
を
摂
ん
保
を
惑
祝
っ
つ
あ
る
証
拠
」
巌

4
4／
街
は
多
く
を
期
待
る
。
集
会
に
参
加
し
た
「
慇
原
発
さ

の
に
続
き
、
今
回
の
カ
ー
ル
ヒ
ン
ソ
影
禁
止
埠
所
が
多
か
っ
た
の
に
比
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
答
え
な
か
っ
迎
す
る
が
、
碁
地
反
対
派
竺
核
g
早
界
し
な
い
よ
う
に
な
せ
竺
貪
で
佐
襄
市
の
主
蛉
仏

ン
た
。
そ
れ
以
前
は
そ
れ
ぞ
れ
年
に
べ
、
格
段
の
軟
化
た
。
た
も
の
の
、
核
疑
惑
に
つ
い
て
は
ら
し
で
あ
り
、
軍
事
力
の
誇
示
に
す
っ
た
。
佐
藤
達
夫
坂
安
恵
・
さ
ん
（
匹
―
-
)
は
｛
来
軍
の
船
の

一
回
桓
度
だ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
対
応
の
軟
化
は
昨
年
か
ら
。
十
一
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
」
を
設
り
返
し
て
き
な
い
」
と
反
発
し
て
い
る
。
•
佐
世
保
固
工
会
議
所
寺
務
罪
事
も
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
、
今
ま

異
例
の
ペ
ー
ス
と
―
―
卓
え
る
。
「
米
軍
月
、
米
太
平
洋
軍
と
可
盟
墨
一
の
共
き
た
そ
れ
ま
で
の
対
応
か
ら
は
、
考
：
・
・
・
・
・
・
・
3

米
海
軍
佐
也
保
塞
地
「
基
地
縮
小
は
困
る
が
、
増
眸
も
望
で
は
あ
ま
り
関
心
も
な
か
っ
た
。
で

贔
―R
~

の
戦
略
に
変
化
が
あ
っ
た
の
に
違
い
同
演
習

P
A
C
E
X

加
に
参
加
し
た
え
ら
れ
な
い
発
雲
た
っ
た
。
~
．．．．．．．．． 
~
は
武
器
弾
薬
類
補
給
の
ま
な
い
」
。
．
も
考
え
て
み
る

A
}カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン

な
い
」
危
々
木
代
表
。
駆
逐
艦
エ
リ
オ
ッ
ト
が
入
落
し
た
在
日
米
海
軍
司
令
部
が
、
通
常
艦
後
方
括
地
た
が
、
ソ
連
極
東
軍
の
対
革
新
陣
営
は
、
六
四
年
の
原
子
力
は
動
く
原
子
炉
だ
か
ら
、
私
た
ち
の

こ
う
し
た
変
化
に
合
わ
せ
、
米
軍
時
、
当
時
の
在
日
米
海
軍
司
令
部
報
を
含
む
艦
船
の
入
港
予
定
を
数
日
前
馬
海
峡
南
下
を
警
戒
す
る
任
務
も
持
潜
水
艦
シ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
入
港
、
六
八
運
動
と
、
反
対
集
会
の
根
っ
こ
は
同

側
の
報
道
陣
へ
の
対
応
が
A
-
↓
茫
圭
柔
道
部
長
は
一
核
・
葬
核
両
司
の
巡
航
に
こ
一
歪
だ
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
つ
。
貨
物
揚
睦
艦
セ
ン
ト
ル
イ
ス
年
の
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
じ
」
と
詰
し
て
い
た
。

1 011 
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太
平
洋
の
島
々
を
お
お
う
大
国
の
影
②

コ

ロ

汀

ア

／

疇

疇

繹

麟

言

フ
ラ
ン
ス
領
カ
ナ
ー
キ
ー
（
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
）

で
は
F
L
N
K
S
（
カ
ナ
ク
社
会
主
義
民
族
解
放
戦

線
）
を
推
進
体
と
す
る
独
立
運
動
が
紺
続
さ
れ
て
い

ま
す
。

F
L
N
K
S
は
五
つ
の
政
党
と
い
く
つ
か
の

団
体
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
一
九
八
四
年
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
独
立
運
動
は
独
立
を
達
成

し
た
暁
に
は
、
非
核
国
家
を
建
設
し
非
同
盟
運
動
に

加
わ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
は
二

ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
に
空
軍
基
地
、
海
軍
基
地
、
部
隊

の
駐
屯
地
な
ど
多
く
の
軍
事
施
設
を
持
っ
て
い
ま
す
。

独
立
運
動
は
こ
の
二
年
ほ
ど
非
常
に
困
難
な
状
況

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
一
九
八
八
年
、

F
L
K
N
S

は
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
挙
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
決
め
ま

し
た
。
こ
ん
な
に
遠
い
国
の
大
統
領
を
な
ぜ
自
分
た

ち
が
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
理
由

か
ら
で
す
。
こ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
の
期
間
中
に
ウ

ベ
ア
島
と
い
う
小
さ
な
島
で
武
力
衝
突
が
起
き
ま
し

た
。
独
立
運
動
家
の
一
団
が
贅
察
署
を
占
拠
し
て
カ

ナ
キ
ー
の
旗
を
揚
げ
よ
う
と
し
、
そ
れ
を
阻
止
し
た

今
同
の
旅
行
の
テ
ー
マ
の
一
っ
ぱ
、
欧
米
の
反
核
｀

反
基
地
運
動
の
分
野
で
、
最
近
年
と
と
も
に
重
要
な

比
重
を
占
め
つ
つ
あ
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の

現
状
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
横
須
賀
で
準
備

が
始
ま
っ
て
い
た
N
E
P
A
（
後
述
）
裁
判
に
備
え

る
た
め
に
も
、
そ
れ
は
必
要
で
あ
っ
た
。

エ
ベ
レ
ッ
ト
は
、
シ
ア
ト
ル
の
北
方
約
五

0
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
ポ
ー
ト
・
ガ
ー
ー
ド
ナ
ー

湾
に
面
す
る
町
で
あ
る
。
大
き
く
言
え
ば
、
ピ
ュ
ー

警
察
隊
に
四
人
の
死
者
が
で
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は

数
百
人
の
部
隊
を
導
入
し
て
、
独
立
運
動
の
活
動
家

十
九
人
を
虐
殺
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
独
立
運
動
の
指
導
者
た
ち
は
、
フ
ラ
ン

ス
政
府
と
の
間
で
、
独
立
を
決
め
る
た
め
の
投
票
を

一
九
九
八
年
に
実
施
す
る
と
い
う
内
容
の
一
マ
テ

ィ
ニ
オ
ン
合
意
」
に
署
名
し
ま
し
た
。
こ
の
合
意
で

は
フ
ラ
ン
ス
は
十
年
間
経
済
援
助
と
農
村
部
を
中
心

に
し
た
職
業
訓
練
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
十
年
と
い
う
期
間
は
あ
ま
り
に
長
す
ぎ

る
上
、
経
済
援
助
は
カ
ナ
ー
キ
ー
住
民
を
さ
ら
に
深

く
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
体
制
に
組
み
込
ん
で
し
ま
う
と

の
強
い
異
論
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ベ
ア
の
虐
殺
の
後
遺
症
は
、
昨
年
、
悲
劇
的
な

形
で
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
独
立
運
動
の
二
人
の
中
心

的
指
導
者
、
ジ
ャ
ン
・
マ
レ
ー
・
チ
ボ
ウ
氏

(
F
L

K
N
S
代
表
）
と
イ
ェ
イ
ウ
ェ
ニ
・
イ
ェ
イ
ウ
ェ
ニ

氏
（
同
副
代
表
）
が
同
じ
ウ
ベ
ア
で
、
し
か
も
F
L

K
N
S
の
活
動
家
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
の
で
す
。

ジ
ェ
ッ
ト
湾
と
言
っ
ア
メ
リ
カ
海
軍
有
数
の
拠
点
に

位
置
し
て
い
る
。
パ
ル
プ
工
場
が
斜
陽
に
な
っ
て
い

る
こ
の
町
が
、
レ
ー
ガ
ン
の
戦
略
母
港
計
画
の
中
で

原
子
力
空
母
ニ
ミ
ッ
ツ
を
中
心
と
す
る
一
三
ー
一
五

隻
の
軍
艦
の
母
港
に
指
定
さ
れ
た
。
(
-
九
八
二
年
）

こ
の
母
港
計
画
に
反
対
す
る
市
民
運
動
は
、
ア
メ

リ
カ
の

N
E
P
A
（
国
家
環
境
政
策
法
）
に
基
づ
く

裁
判
闘
争
を
中
心
に
進
行
し
た
。

日
本
を
発
つ
と
き
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
友
人
か
ら

工
ベ
レ
ッ
ト
に
関
し
て
は
マ
ー
仇
・
ハ
ウ
ザ
ー
に
会

う
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
最
近
ま
で
ワ
シ

ン
ト
ン
で
、
あ
る
民
主
党
議
員
の
研
究
秘
書
の
仕
事

ニ
ッ
ク
・
マ
ク
レ
ラ
ン

（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ズ
・

プ
レ
テ
ィ
ン
絹
集
者
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
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二
人
は
十
九
人
の
虐
殺
の
記
念
日
に
追
悼
集
会
に
参

加
す
る
た
め
ウ
ベ
ア
島
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
二
人

を
暗
殺
し
た
活
動
家
は
ウ
ベ
ア
島
出
身
で
一
年
前
の

事
件
で
父
親
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。
父
親
は
、
人
質

の
居
場
所
を
間
き
出
そ
う
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
兵
に
よ

る
拷
問
で
虐
殺
さ
れ
た
の
で
す
。
十
九
人
が
虐
殺
さ

れ
、
多
く
の
若
者
が
パ
リ
の
監
獄
に
お
く
ら
れ
る
と

い
う
過
酷
な
経
験
が
こ
の
暗
殺
の
引
き
金
に
な
っ
た

の
で
す
。

今
、
独
立
運
動
は
「
マ
テ
ィ
ニ
オ
ン
合
意
」
後
の

論
争
と
分
裂
状
態
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
統
一
を
回
復

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

F
L
K
N
S
の
最
大
勢
力
で
あ

る
統
一
カ
レ
ド
ニ
ア
党
(

U

C

)

が
フ
ラ
ン
ス
と
結

び
付
い
て
、
経
済
い
し
利
権
を
得
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
の
批
刊
f
さ
さ
や
か
れ
る
中
、
昨
年
八

月
に
開
か
れ
る
予
定
だ
っ
た
F
L
N
N
K
S
の
会
話

は
何
度
も
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
C

し
か
し
、
よ
う

や
く
今
年
一
月
二
十
八
日
に
会
議
が
開
か
れ
、
三
月

下

13
ペ
ー
ジ
ヘ
）
．

を
し
て
い
た
人
物
で
、
情
報
に
通
じ
調
査
能
力
を
持

っ
た
運
動
家
で
あ
っ
た
。

彼
は
元
気
一
杯
で
あ
っ
た
。
会
う
と
す
ぐ
に
本
題

に
入
っ
て
現
状
を
話
し
始
め
た
。
と
い
う
の
も
、
彼

の
闘
い
は
ほ
ぽ
一
年
前
に
ハ
ー
フ
・
ピ
ク
ト
リ
ー
（

半
分
の
勝
利
）
を
勝
ち
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
横

須
賀
の
N
E
P
A
訴
訟
の
計
画
の
話
を
す
る
と
、
彼

は
お
お
い
に
喜
び
、
「
い
い
考
え
だ
。
い
い
考
え
だ
。

」
と
繰
リ
返
し
て
い
た
。

工
事
現
場
を
見
た
。
住
宅
や
道
路
の
あ
る
台
地
よ

リ
一
段
低
い
海
岸
の
砂
地
で
工
事
が
進
ん
で
い
た
。

見
下
ろ
し
た
正
面
の
バ
ラ
ッ
ク
に
か
ろ
う
じ
て
「
海

軍
工
事
事
務
所
ー
ピ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
湾
海
軍
基
地
」

と
い
う
文
字
が
読
み
取
れ
た
。

現
場
に
立
っ
て
初
め
て
、
こ
の
基
地
建
設
の
環
境

問
題
が
理
解
で
き
た
。
空
母
の
接
岸
海
域
に
予
定
さ

れ
て
い
る
東
水
路
の
左
手
に
は
大
き
な
バ
ル
プ
工
場

が
煙
を
吐
い
て
い
た
。
海
面
に
は
木
材
が
浮
か
ん
で

い
る
。
東
水
路
の
浚
渫
工
事
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
海
域
に
は
永
年
に
わ
た
る
工
場
廃
水
や
廃
棄
物

の
沈
殿
物
が
溜
ま
っ
て
い
た
。

分
析
結
果
で
は
、
海
底
土
に
は
高
水
準
の
水
銀
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛
な
ど
の
重
金
属
や
芳
香
族
炭
化
水

素
が
含
ま
れ
て
い
た
。
海
軍
は
、
浚
渫
土
を
湾
内
の

他
の
場
所
に
捨
て
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
環

境
保
護
基
準
を
満
た
す
か
否
か
が
N
E
P
A
訴
訟
の

争
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
争
い
に
お
け
る
汚
染
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ウ
イ
ド
ピ
ー
島
の
場
合
、
も
う
二

0
年
以
上
も
ク

ー
＇
プ
ビ
ル
滑
走
路
の
演
習
は
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
演
習
頻
度
は
近
年
急
速
に
増
加
し
た
。
以
前
の

十
年
間
の
平
均
年
間
演
習
回
数
は
約
一
万
回
で
あ
っ

た
が
、
一
九
八
六
年
に
は
倍
の
年
間
二
万
回
、

＊ 

＊
 

濃
度
基
準
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
、
日
本
で
の
同
様

な
争
い
を
想
定
し
た
場
合
、
重
要
だ
と
思
っ
て
質
問

を
し
た
が
、
実
は
状
況
が
全
く
違
う
こ
と
を
知
ら
さ

れ
た
。
マ
ー
ク
・
ハ
ウ
ザ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
「
濃
度

は
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い

う
だ
け
で
十
分
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

激
し
い
攻
防
の
過
程
で
、
海
軍
は
一
九
八
七
年
一

一
月
に
一
部
の
工
事
を
開
始
し
た
が
、

N
E
P
A
と

水
質
浄
化
法
（
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ア
ク
ト

e
W
A
)
に
よ
る
差
し
止
め
訴
訟
が
繰
り
返
さ
れ
、

九
ヵ
月
に
三
度
工
事
が
中
止
さ
れ
る
と
い
う
ハ
メ
に

な
っ
た
。
一
九
八
八
年
八
月
の
連
邦
地
方
裁
判
所
の

罪
決
で
は
、
浚
渫
の
み
な
ら
ず
関
連
陸
上
工
事
も
海

軍
は
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
反
対
派
の

全
面
勝
訴
で
あ
っ
た
。

マ
ー
ク
・
ハ
ウ
ザ
ー
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
攻

防
は
続
い
て
い
る
が
、
海
軍
は
規
模
を
縮
小
し
て

E

I
S
（
環
境
評
価
書
）
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
最
近
の
予
算
計
画
(
-
九
八
九
年
九

月
）
を
分
析
す
る
と
、
空
母
は
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

舷
の
数
も
五
ー
六
隻
に
縮
小
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
」

と
の
こ
と
で
あ
る
。

完
全
勝
利
で
は
な
い
が
、
偉
大
な
前
進
で
あ
る
。

彼
は
「
議
会
で
こ
れ
以
上
予
算
が
つ
か
な
い
よ
う
に

す
る
余
地
が
、
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
金
を
断
つ
の
が

一
番
だ
」
と
、
最
近
の
軍
縮
気
運
を
活
用
し
て
全
面

勝
利
へ
の
運
飢
を
強
め
る
こ
と
に
意
欲
を
燃
や
し
て

う
で
あ
る
。

③
次
に
最
終
E
I
S
が
作
成
さ
れ
る
。
こ
の
段
階

で
不
服
が
あ
れ
ば
裁
判
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

④
裁
判
の
過
程
に
も
、
政
策
は
実
行
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
差
し
止
め
訴
訟
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
攻

防
が
展
開
さ
れ
る
。

さ
ら

い
た
。
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タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
と
言
う
の
は
、
空
母
の

艦
載
機
が
行
な
う
飛
行
甲
板
や
地
上
滑
走
路
で
の
着

艦
訓
練
の
こ
と
で
あ
る
。
滑
走
路
に
降
下
、
接
触
し

て
は
す
ぐ
に
飛
び
立
つ
。

ほ
ん
の
束
の
間
の
会
見
で
あ
っ
た
が
、
ウ
ィ
ド
ビ

ー
島
で
の
出
会
い
は
極
め
て
貴
重
な
出
会
い
で
あ
っ

た
。
ウ
イ
ド
ビ
ー
島
か
ら
の
帰
り
の
フ
ェ
リ
ー
の
甲

板
で
、
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
私
は
ま
だ
興
奮
し
て

い
た
。
ピ
ュ
、
，
＇
ジ
ェ
ッ
ト
湾
に
浮
か
ぶ
こ
の
細
長
い

辺
鄭
な
島
に
、
基
地
の
騒
音
が
無
け
れ
ば
決
し
て
訪

れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
騒
音
問

題
に
反
対
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
W
I
S
E
（
ウ
ィ
ド

ビ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ズ
・
フ
ォ
ア
・
サ
ウ
ン
ド
・

イ
ン
バ
イ
ロ
メ
ン
ト
）
の
代
表
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ス

・
バ
ー
ン
ズ
氏
と
交
わ
し
た
握
手
の
固
さ
が
私
の
手

に
残
っ
て
い
る
。

私
が
携
え
て
い
っ
た
神
奈
川
県
が
発
行
し
た
厚
木

基
地
の

N
L
P
の
現
状
を
書
い
た
英
文
つ
き
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
見
て
、
彼
も
ま
た
興
奮
を
し
て
い
た
。
．

彼
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
そ
の
ま
ま
彼
ら
の
運
動
の

役
に
立
っ
と
語
っ
た
。

ウ
ィ
ド
ピ
ー
島
に
は
ウ
ィ
ド
ピ
ー
島
海
軍
航
空
基

地
が
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
建
設
さ
れ
日
本

に
一
九
八
七
年
に
は
年
間
三
万
回
に
増
加
し
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
明
確
な
新
規
事
業
が
始
ま
る
場

合
と
違
っ
て
海
軍
が

E
I
S
の
作
成
を
義
務
付
け
ら

れ
る
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

W

I
S
E
の
運
動
は
、
初
め
て
そ
れ
に
挑
戦
し
た
の
で

あ
る
。弁
護
士
を
立
て
て
、
被
害
が
住
民
の
忍
耐
の
限
度

を
越
え
て
い
る
こ
と
を
訴
え
る
手
紙
を
書
き
、
海
軍

は
N
E
P
A
に
基
づ
く

E
I
S
を
作
成
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
同
時
に
政
治
的
な
慟
き
か

け
も
精
力
的
に
行
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
海
軍
は
歴
史
上
初
め
て
既
存
の
基
地

タ
ノ
チ
9
7
口
汀
,
コ
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攻
略
の
た
め
に
激
し
く
使
用
さ
れ
た
と
い
う
。
北
部

の
オ
ー
ク
ハ
ー
バ
ー
に
基
地
の
中
心
が
あ
る
が
、
そ

こ
は
保
守
的
な
風
土
が
あ
り
基
地
反
対
運
動
は
弱
い
。

オ
ー
ク
ハ
ー
バ
ー
の
正
門
に
は
看
板
が
立
っ
て
お
り

「
騒
音
を
許
し
て
く
だ
さ
い
。
自
由
の
た
め
の
騒
音

で
す
」
と
書
い
て
あ
る
。

反
対
運
動
が
始
ま
っ
て
い
る
の
は
、
南
部
に
あ
る

ク
ー
プ
ピ
ル
滑
走
路

(
O
L
F
)
で
あ
る
。
今
後
日

本
の
運
動
と
も
深
い
関
わ
り
が
出
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
現
状
を
正
確
に
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
た
め
に

N
E
P
A
の
手
続
き
に
つ
い
て
節
単
に

説
明
を
す
る
。

＊

＊

 

N
E
P
A
に
よ
れ
ば
、
連
邦
政
府
や
宜
庁
（
以
下
、

当
局
と
呼
ぶ
）
が
な
ん
ら
か
の
環
境
へ
の
影
響
が
予

想
さ
れ
る
政
策
を
実
行
す
る
と
き
、
環
境
評
価
書
（

E
I
S
)
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
E
I
S
作
成
の
た
め
に
、
当
局
は
先
ず
ス
コ
ー

ピ
ン
グ
の
た
め
の
公
聴
会
を
開
か
な
け
れ
ば
は
ら
な

い
。
こ
こ
で
は
、
問
題
の
範
囲
を
見
定
め
る
（
ス
コ

ー
プ
）
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
々
か
ら
洗
い
ざ
ら
い

問
題
を
出
し
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
書
面
に
よ
る
意

見
表
明
も
よ
い
。

②
次
に
、
当
局
は
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
（

あ
る
い
は
無
視
し
な
が
ら
）
、

E
I
S
草
案
を
作
成

す
る
。
草
案
は
公
表
さ
れ
再
び
公
聴
会
が
開
か
れ
る
。

公
聴
会
の
回
数
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
の
よ

に
つ
い
て
の

E
I
S
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
一
九
八
九
年
二
月
に
、
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
公

聴
会
が
開
催
さ
れ
た
。

W
I
S
E
は
こ
の
場
に
騒
音

デ
ー
ー
タ
等
を
添
え
多
く
の
報
告
を
持
ち
込
ん
だ
。
も

ち
ろ
ん
強
い
訴
え
が
行
な
わ
れ
た
。

し
か
し
、

W
I
S
E
の
人
た
ち
が
不
安
を
抱
い
て

い
る
よ
う
に
、
海
軍
が
作
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
が

演
習
増
加
分
の
E
I
S
な
の
か
基
地
そ
の
も
の
の
E

I
S
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
バ
ー
ン
ズ
氏
に
よ

る
と
、
今
春
に
も
E
I
S
草
案
が
出
る
可
能
性
が
あ

る

と

の

こ

と

で

あ

っ

た

。

◆

つ

づ

く

(

1

0

ペ
ー
ジ
か
ら
）

に
新
し
い
代
表
を
投
票
で
選
ぶ
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま

し
た
。一
方
で
は
独
立
運
動
に
と
っ
て
有
利
な
状
況
も
生

ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
今
フ
ラ
ン
ス

は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
き
に
関
心
を
集
中
し
て
い
て
、

自
ら
の
植
民
地
へ
の
関
心
が
弱
ま
っ
て
い
る
か
ら
で

す
．
ブ
ラ
ン
ス
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
東

ド
イ
ツ
な
ど
に
経
済
援
助
を
し
な
け
れ
ば
な
な
ら
な

い
た
め
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
に
対
す
る
経
済
援
助
の

公
約
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
二
、
三
年
、
カ
ナ
ー
キ
ー

の
人
々
か
ら
は
、
「
マ
テ
ィ
ニ
オ
ン
合
意
」
の
一
九

九
八
年
ま
で
独
立
を
待
っ
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
い

う
圧
力
が
高
ま
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
●
つ
づ
く

＊
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新刊パンフレット

生命の海へ
非核・独立の太平洋ベーシック
ニック・マクレラン

ロペティ・セニトウリ

オーエン・ウィルクス

話題の国々
パヌアッ／フグ』ジー／

東チモ＿ル／ペラウ／

ニュージーランド／

カナーキー／タヒチ

ファクト・シート
南洋庁1日本占領／基地／
核実験／；Ii:羊投素／

ODA/笹｝,,財団／

遠羊，鳥稟/NFIP/PCOS

資料
非核憲法／非核法／

非核地帯条約／

非核独立太平洋憲章／

倉成ドクトリン

伝説

地図・統計

読んで・見て・知る

編集●「生命の海へ」
編集委員会

発行●トマホークの配備
を許すな！全国運動

定価●600円
(1 0部以上500円）

言
口

2000字までを目途に

投稿歓迎しめ切りは毎月 1-0日。

会計報告
(90 _ 2 _ 20~3 _ 20) 

：収入］

0前月からの繰越

経常繰越
借入金繰越

0今月の収入

会費収入

「維持団体
内i 維持個人

成L闘霰
通信会員

カンパ収人

行動収入

資料収入

反核ホットライン収入

ァンケート調査収入

［支出］

●今月の支出

家賃（ 3月分）

水道光熱費

電話代

郵送費

文具代

印刷費

行動費

資料経費

反核ホットライン経費

ァンケート調査経費

郵便振替等手数料

●次月への繰越

経常繰越
借入金繰越

71, 620 

321,620 
△250,000 

146,970 

50,000 

゜6,000 22, 000 
3,000 
19,000 

27, 250 

36,220 

3,500 

゜30,000 
183, 789 

50,000 

13,033 

5,840 

37, 146 

゜3,030 
32,360 

゜゚
40,000 

2,380 

34,801 

284,801 
△250,000 

［編集後記］： ：孟：：こ~;]:::し-r:
をやってみようという人はいまんか？

編集平和運動や太平洋各地の動きなど、

ホットな情報に触れてみたい人、連絡下さい。

月
刊
ト
マ
喰
い
虫
第
五
士
二
号

月
刊
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
改
題
改
嬰
弟
三
号

一
九
九
0
年
二
月
二
十
日
発
行
（
通
巻
五
十
四
号
）

＊
発
行
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
1
・
全
国
運
動

〒

一

五

0

東

京

都

渋

谷

区

渋

谷

ニ

ー

五

ー

九

パ
ル
青
山
五
0
ニ
ト
マ
喰
い
虫
社

0
0三
（

四

九

八

）

六

0
九

五

0
四

四

（

六

三

）

五

一

0
1

F
A
X
0四
四

（

六

三

）

九

九

0
七

郵

便

振

替

東

京

六

ー

一

三

六

一

四

八

ト
マ
喰
い
虫
編
集
委
員
会

1
0
0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
0
円
）

＊
編
集

＊
定
価

やレイアウトに興味のある

ラスト人大歓迎。あなたのセンス

で「トマ喰い虫」をもっと素敵にドレス・ア

ップして下さい。

イ

も大事な仕事です。毎月20日直後の

発送日曜日トマ喰い虫社分室（東横線日

吉駅から歩いて七分）に集まって、ワイワイ

とやっています。のぞいて見て下さい。次阿

は、 ◆振替え休日
4砂0日（月！） ◆午後2時から
4月だけ特別です。ご注意を！

「
ト
マ
喰
い
虫
」

を
い
っ
し
ょ
に

作
h
ま
し
ょ
う
！


